
本
稿
は
、
荒
木
貞
夫
(
-
八
七
七

s
一
九
六
六
）
と
、
彼
が
一
九
四

0
(昭
和
十
五
）
年

に
日
本
博
物
館
協
会
（
以
下
、
日
博
協
と
す
る
）
会
長
と
し
て
行
っ
た
ラ
ジ
オ
講
演
と
さ
れ

る
、
「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
（
原
稿
）
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
最
初
に
荒
木
お
よ
び
日
博
協
の
概
略
を
述
べ
る
。

荒
木
は
大
正
、
昭
和
期
の
軍
人
、
政
治
家
で
あ
る
。
東
京
に
生
ま
れ
、
陸
軍
士
官
学
校
を

卒
業
後
、
陸
軍
大
学
校
に
在
学
中

一
九

0
四
（
明
治
三
七
）
年
に
日
露
戦
争
に
出
征
し
た
。

日
露
戦
争
後
は
参
謀
本
部
員
と
し
て
ロ
シ
ア
に
駐
在
、
ロ
シ
ア
公
使
官
付
武
官
補
佐
官
、
陸

軍
大
学
校
教
官
な
ど
を
歴
任
。
一

九

一
五
＼

一
九

一
八
（
大
正
四
＼
七
）
年
に
は
第
一
次
世

界
大
戦
に
ロ
シ
ア
軍
人
と
し
て
従
軍
。
歩
兵
第
二
三
連
隊
長
、
憲
兵
司
令
官
、
参
謀
本
部
作

戦
部
長
を
経
て

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
は
陸
軍
中
将
と
な
る
。

さ
ら
に

一
九
三一

s
一
九
三
四
（
昭
和
六

S
九
）
年
ま
で
、
犬
養

・
斉
藤
内
閣
の
陸
軍
大

臣
を
つ
と
め
、
大
将
へ
と
進
み
、
陸
軍
の
頂
点
に
ま
で
登
り
つ
め
た
。
当
時
荒
木
は
皇
道
主

義
の
精
神
論
者
で
知
ら
れ
、
宇
垣

一
成
、
真
崎
甚
三
郎
な
ど
と
と
も
に

「
皇
道
派
」
と
呼
ば

れ
る
軍
閥
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
が
、

ニ
・
ニ
六
事
件
の
責
任
問
題
に
よ
っ
て

一
九
三
六

（
昭
和
十

一
）
年
予
備
役
に
編
入
さ
れ
、
軍
の
第

一
線
か
ら
身
を
引
い
た
。
一

九
三
七
（
昭

和
十
二
）
年
に
内
閣
参
議
、
翌
年
五
月
よ
り
翌
々
年
八
月
ま
で
第

一
次
近
衛

•

平
沼
内
閣
の

文
部
大
臣
、
同
年
十
二
月
よ
り

一
九
四

0
（
昭
和
十
五
）
年
七
月
こ
ろ
ま
で
内
閣
参
議
を
つ

と
め
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
極
東
軍
事
裁
判
に
お
い
て

A
級
戦
犯
と
し
て
有
罪
判
決
（
終
身
刑
）

を
受
け
服
役
し
た
が
、

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
仮
釈
放
と
な
っ
た
。
奈
良
県
に
講
演
旅

行
中
八
九
歳
で
病
没
し
た
。

は
じ
め
に

研
究
ノ
ー
ト

■

荒
木
貞
夫
と

日
博
協
会
長
就
任
前
の
荒
木

後
々
田
寿
徳

日
博
協
は
、

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
昭
和
天
皇
即
位
を
記
念
し
各
界
の
有
志
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
「
博
物
館
事
業
促
進
会
」
を
母
体
と
す
る
。
博
物
館
の
普
及
、
事
業
推

進
を
そ
の
主
目
的
と
し
日
本
の
博
物
館
界
を
代
表
す
る
団
体
と
し
て
、
文
部
省
と
密
接
な

関
係
を
持
っ
た
。
一

九
三
一

（
昭
和
六
）
年
に
は
「
日
本
博
物
館
協
会
」
に
名
称
を
変
更

し、

一
九
四

0
（
昭
和
十
）
年
、
社
団
法
人
と
な
る
。
促
進
会
設
立
年
よ
り
機
関
誌
『
博
物

館
研
究
』
や
報
告
書
の
刊
行
、
各
種
大
会
、
研
究
会
、
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
、
戦
前
期
に

お
け
る
唯

一
の
全
国
組
織
の
団
体
と
し
て
活
動
し
た
。
戦
後
も
会
は
継
続
さ
れ
、

一
九
八
六

（
昭
和
六

一
）
年
に
財
団
法
人
化
し
、
現
在
も
日
本
最
大
の
博
物
館
関
係
団
体
で
あ
る
。

荒
木
は
、
日
博
協
の
第
五
代
会
長
を
、

一
九
四

0
（
昭
和
十
五
）
年
七
月
こ
ろ
よ
り
第
二

次
世
界
大
戦
直
後
こ
ろ
ま
で
約
五
年
間
つ
と
め
て
い
る
。
日
博
協
会
長
就
任
後
、
荒
木
が
行
っ

た
最
初
の
対
外
的
な
公
務
と
思
わ
れ
る
の
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
ラ
ジ
オ
講
演
、
「
国
家

の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」
で
あ
っ
た
。

荒
木
の
日
博
協
会
長
就
任
の
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

一
九
四

0

(昭
和
十
五
）
年
三
月
に
没
し
た
前
会
長
正
木
直
彦
の
後
任
を
さ
が
し
て
い
た

日
博
協
理
事
長
山
脇
春
樹
が
、
日
博
協
顧
問
で
あ
っ
た
荒
木
に
就
任
を
依
頼
し
た
と
の
記
事

が
就
任
当
時
の
『
博
物
館
研
究
』
に
み
え
る
が
、
荒
木
が
日
博
協
顧
問
で
あ
っ
た
と
い
う
記

録
は
、
会
長
就
任
前
の
同
誌
に
は
み
あ
た
ら
な
い
。

荒
木
は
日
博
協
会
長
就
任
前
よ
り
、
個
人
的
に
博
物
館
に
つ
い
て
関
心
が
深
か
っ
た
と
い

う
説
が
、
そ
の
自
伝
や
伝
記
な
ど
に
た
び
た
び
記
さ
れ
て
い
る
。
荒
木
が
博
物
館
に
関
心
を

「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」

に
つ
い
て
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持
っ
た
の
は
、
大
正
期
の
ロ
シ
ア
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問
滞
在
の
経
験
が
遠
因
だ

ぷ
ノ

と
＞荒
木
は
ロ
シ
ア
公
使
官
付
武
官
補
佐
官
時
代
に
、
何
度
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
行
っ
た
ら

し
い
が
、

一
九

一
三

（
大
正
二
）
年
ス
イ
ス

・
ベ
ル
ン
の
平
和
博
物
館
を
訪
れ
、
そ
の
内
容

に
感
心
し
た
と
い
う
。
後
年
荒
木
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
私
は
曾
て
瑞
西
の
ベ
ル
ン
平
和
博
物
館
を
視
察
し
た
。
平
和
の
た
め
に
は
戦
争
の
原
因
と

惨
禍
を
知
悉
す
る
の
要
が
あ
る
と
し
、
過
去
の
各
種
大
戦
特
に
奈
翁
第

一
世
戦
及

一
九
七
〇

[
マ
マ
]
年
の
独
仏
戦
争
の
資
料
を
豊
富
に
展
示
し
、
そ
の
要
図
は
相
当
の
尺
度
で
統
計
と

共
に
見
易
き
図
表
と
し
て
あ
っ
た
。
私
が
曾
て
陸
軍
大
学
で
戦
史
研
究
に
従
事
し
た
時
、
此

の
図
表
あ
ら
ば
幾
許
か
時
間
の
節
約
と
又
印
象
を
深
く
す
る
こ
と
が
出
来
た
か
と
思
っ
た
。

又
実
務
を
取
る
に
当
っ
て
も
必
要
あ
ら
ば
好
む
時
に
博
物
館
を
訪
ぬ
れ
ば
万
事
足
り
る
と

思
っ
た
。
更
に
学
習
の
時
許
り
で
な
く
、
社
会
へ
出
て
も
絶
え
ず
研
究
の
便
を
得
る
の
み
か

幾
度
か
繰
り
返
し
閲
買
す
る
間
に
図
表
に
慣
れ
て
記
憶
も
深
刻
と
な
り
、
且
つ

一
事
の
探
索

に
も
時
間
の
節
約
が
で
き
る
と
痛
切
に
感
じ
て
羨
ま
し
く
な
っ
た
。
そ
し
て
此
資
料
が
平
和

戦
争
の
み
な
ら
ず
、
其
の
調
査
す
る
角
度
に
よ
り
て
多
角
的
研
究
の
資
料
と
な
る
こ
と
を
知

得
し
得
た
。
之
を
拡
充
し
て

一
切
の
教
育
特
に
智
識
の
修
得
に
は
博
物
館
の
整
備
運
用
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
感
得
し
た
」

荒
木
の
ま
と
ま
っ
た
伝
記
と
し
て
は
、
最
も
成
立
が
早
い
『
秘
録
陸
軍
裏
面
史
益
付
軍
荒

木
の
七
十
年
上
巻
(
-
九
五
四
）
』
は
、
こ
の
ベ
ル
ン
の
博
物
館
訪
問
に
つ
い
て
触
れ
、
「
将

軍
は
常
に
単
な
る
机
上
の
も
の
よ
り
実
物
教
育
を
重
視
し
、
暗
記
よ
り
も
そ
の
応
用
を
尊
重

し
、
こ
の
た
め
博
物
館
論
者
で
あ
る
こ
と
も
有
名
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
こ
の
時
ベ
ル
ン
の

博
物
館
を
見
学
し
た
こ
と
も
そ
の
原
因
の

一
部
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
…
…
」
と
し

て
い
が
。

い
ず
れ
も
回
想
記
で
あ
り
、
他
の
史
料
の
裏
付
け
は
な
い
。
さ
ら
に
会
長
就
任
前
の
昭
和

初
頭
に
、
博
物
館
建
設
を
企
図
し
た
と
い
う
荒
木
の
回
想
も
あ
る
が
、
あ
い
ま
い
な
点
が
多

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
考
を
侯
つ
。

ま
た
、
就
任
前
年
ま
で
の
文
相
時
代
の
荒
木
が
、
博
物
館
事
業
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

当
時
文
部
省
直
轄
の
唯

一
の
博
物
館
で
あ
っ
た
東
京
科
学
博
物
館
に
つ
い
て
、
『
国
立
科

学
博
物
館
百
年
史
(
-
九
七
七
）
』
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
昭
和
十
四
年
五
月
ノ
モ
ン
ハ
ン
国
境
で
、
外
蒙
軍
と
武
力
衝
突
し
、
彼
我
の
火
器
の
差
の

前
に
苦
杯
を
喫
し
た
陸
軍
部
は
科
学
振
興
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
科
学
動
員
に
一
段
と
圧

力
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
博
物
館
事
業
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
当
時
の
文
部
大
臣

陸
軍
大
将
荒
木
貞
夫
は
、
科
学
研
究
の
重
要
性
を
認
め
、
国
力
の
拡
充
は
科
学
的
基
礎
の
上

に
そ
の
確
立
を
図
ら
な
け
れ
ば
完
璧
を
期
し
が
た
い
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
社
会
教
育
機
関
の

―
つ
で
あ
っ
た
本
館
を
、
学
術
研
究
体
制
の

一
環
に
組
み
込
も
う
と
し
て
、
昭
和
十
四
年
八

月
十
五
日
東
京
大
学
教
授
坪
井
誠
太
郎
を
本
館
々
長
に
兼
任
発
令
し
た
。
坪
井
の
博
物
館
像

は
彼
が
昭
和
八
年
雑
誌
八
科
学
＞
に
発
表
し
た
論
文
で
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ー
中
略

ー
坪
井
が
館
長
就
任
を
受
諾
し
た
の
は
、
上
記
の
考
え
に
従
っ
て
、
既
存
の
本
館
に
学
術
博

物
館
と
し
て
の
機
能
を
付
与
す
る
た
め
、
即
ち
本
館
の
性
格
を
改
造
し
よ
う
と
し
た
か
ら
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
」

文
相
時
代
の
荒
木
の
政
策
の
う
ち
、
有
名
な
も
の
に
科
学
振
興
政
策
が
あ
る
。
荒
木
は

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
八
月
、
文
相
の
諮
問
機
関
と
し
て
科
学
者
を
中
心
と
し
た
「
科
学

振
興
調
査
会
」
を
設
置
し
た
。
荒
木
の
「
科
学
振
興
二
関
ス
ル
具
体
的
方
策
如
何
」
と
い
う
諮

問
に
調
査
会
は
計
三
回
の
答
申
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
第
三
回
の
答
申
に
は
「
科
学
二
関
ス
ル

博
物
館
ヲ
整
備
拡
充
ス
ル
ト
共
ニ
ソ
ノ
活
用
二
付
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
」
以
下
と
し
て
、

お
も
に
科
学
博
物
館

一
般
の
振
興
に
関
す
る
具
体
案
が
た
し
か
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
答
申
は

一
九
四

一

（
昭
和
十
六
）
年
三
月
二
八
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
当
時
す
で
に
荒
木
は
日
博
協
会
長
で
あ
っ
た
。
文
相
辞
任
後
、
荒
木
が
科
学
振
興
調
査

会
に
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
影
密
を
与
え
て
い
た
に
せ

よ
、
第
二
回
の
答
申
で
す
ら
荒
木
が
日
博
協
会
長
就
任
後
の
一
九
四

0
(昭
和
十
五
）
年
八

月
十
九
日
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
第
三
回
答
申
は
文
相
時
代
、
す
な
わ

ち
日
博
協
会
長
就
任
前
の
、
荒
木
の
博
物
館
に
関
す
る
特
別
の
関
心
を
表
す
も
の
だ
と
は
即

断
で
き
な
い
。

ま
た
、
荒
木
の
文
相
就
任
直
前
の
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
四
月
に
、
文
部
省
に
紀
元

二
千
六
百
(
-
九
四

0
)
年
を
記
念
し
た
「
国
史
館
」
と
称
す
る
歴
史
系
博
物
館
の
設
立
計

画
な
ど
の
準
備
事
務
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
翌
年
三
月
省
内
に
「
国
史
館
造
営
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
史
館
問
題
は
そ
れ
以
前
に
議
会
な
ど
で
も
論
議
さ
れ
て
お
り
、
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荒
木
が
当
時
「
博
物
館
事
業
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
」
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
設
立
に
向

け
何
ら
か
の
積
極
的
関
与
、
言
及
が
あ
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
荒
木
の
回
想
、
伝
記
な

ど
に
国
史
館
に
つ
い
て
の
記
述
は
み
あ
た
ら
な
い
。

よ
っ
て
日
博
協
会
長
就
任
前
（
文
相
時
代
お
よ
び
そ
れ
以
前
）
の
荒
木
が
、
博
物
館
事
業

に
つ
い
て
「
深
い
」
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
説
に
は
疑
問
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
荒
木
は
日
博
協
会
長
就
任
時
に
は
博
物
館
に
つ
い
て
関
心
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

官
職
を
退
い
た
後
数
多
く
引
き
受
け
て
い
た
と
さ
れ
る
「
名
誉
職
」
の

一
っ
と
し
て
、
請
わ

れ
る
ま
ま
日
博
協
会
長
に
就
任
し
、
そ
の
職
を
つ
と
め
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
。

以
下
、
日
博
協
会
長
と
し
て
の
初
仕
事
と
い
え
る
「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」

を
検
討
す
る
。

「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」

前
述
し
た
と
お
り
、
「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」
は
、
荒
木
が

一
九
四

0

(昭

和
十
五
）
年
九
月
十
八
日
に
、
日
本
放
送
協
会
東
京
中
央
放
送
局
よ
り
、
約
二
十
分
間
に
わ

た
り
ラ
ジ
オ
講
演
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
同
年
七
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
日
博
協
の
理
事
会

に
荒
木
も
出
席
し
て
い
る
が
、
そ
の
議
題
に
「
博
物
館
に
関
す
る
ラ
ヂ
オ
放
送
の
件
」
と
あ

り
、
こ
の
こ
ろ
す
で
に
講
演
が
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
本
講
演
の
原
稿
が
、
『
博

物
館
研
究
（
同
年
十
月
号
）
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
同
稿
は
別
に
小
冊
子
と
し
て
印
刷
製

本
さ
れ
、
関
係
機
関
な
ど
に
配
付
さ
れ
た
ら
し
い
。

荒
木
の
所
蔵
し
て
い
た
文
書
は
、
現
在
お
も
に
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

・
東
京
大

学
法
学
部
附
属
近
代
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部
・
東
京
大
学
法
学
部
研
究
室

・
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
図
書
館
の
四
機
関
に
分
散
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
現
時
点
に
お
い
て
目
録
な
ど
で
資
料
の
概
要
を
知
り
え
た
の
は
前
二

者
で
あ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
が
「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」
に

関
す
る
次
の
三
点
の
史
料
を
所
蔵
し
て
い
た
。

-
．
「時
局
と
博
物
館
」
ザ
ラ
紙
に
手

書
謄
写
版
刷

・

糸
綴
十
六
頁

二
七
•

O
x

十
九
・五

em

ペ
ン
（
黒
イ
ン
ク
）
に
よ
る
校
正
／
ペ

ン
（
青
黒
イ
ン
ク
）
に
よ
る
荒

木
自
筆
書
込
有
（
荒
木
貞
夫
文
書
第
六
六
五
＾
文
書
目
録
題
名
は
「
国
家
の
輿
隆
と
博

物
館
の
重
要
使
命
」
＞

．
図
版
一
＼
四
）

二
．
「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」
便
箋
に
荒
木
自
筆
墨
書

三
十
頁
（
欠

頁

・
五
、
十

一
＼
十
四
、
十
六

S
二
四）

二
六
・
五

x
十
九
・
ニ
Cm

毛
筆
に
よ
る
荒
木

自
筆
書
込
有
（
荒
木
貞
夫
文
書
第
六
六
四

・
因
版
五
＼
七
）

三
．
「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」

上
質
紙
に
タ
イ
プ
印
刷

・
簡
易
製
本
十
四

頁

二

O
・O

x+ O
・O
 em

（
荒
木
貞
夫
文
書
第
六
六
四
）

こ
れ
ら
三
点
の
史
料
は
、
内
容
か
ら
み
て
「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」
の
そ

れ
ぞ
れ
第

一
稿
、
第
二
稿
、
最
終
稿
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
第

一
稿
、
第
二
稿
は
、
厳

密
な
意
味
で
初
稿
、
初
稿
の
次
稿
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
成
立
順
序
を
さ

す）
。
最
終
稿
（
史
料
三
）
は
『
博
物
館
研
究
』
稿
と
ほ
ぼ
同

一
内
容
で
あ
り
、
前
述
し
た

小
冊
子
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
注
意
し
た
い
の
は
、
第

一
稿
（
史
料

一
）
は
荒
木
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
点
で
あ
る
。
図
版
に
み
る
と
お
り
、
第

一
稿
は
て
い
ね
い
な
楷
書
に
よ
る
謄
写
版
刷

で
あ
る
。
自
身
の
た
め
の
講
演
原
稿
の
、
い
わ
ば
草
稿
の
草
稿
で
あ
る
第

一
稿
を
、
自
ら
楷

書
で
浄
書
し
謄
写
版
刷
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

荒
木
文
書
の
他
の
講
演
原
稿
、
特
に
陸
軍
大
臣
時
代
の
原
稿
に
は
こ
の
よ
う
な
手
書
謄
写

版
刷
の
原
稿
が
散
見
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
部
下
、
官
僚
ら
に
よ
る
講
演
原
稿
「
案
」
と

思
わ
れ
る
。
当
時
政
治
家
な
ど
の
講
演
原
稿
案
は
、
稟
議
な
ど
の
都
合
上
、
こ
の
よ
う
な
形

式
で
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
第

一
稿
の
作
成
者
す
な
わ
ち
「
国

家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」
の
原
案
者
は
、
荒
木
と
は
別
人
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
荒
木
に
よ
っ
て
修
正

・
加
筆
さ
れ
た
第
一
稿
と
、
荒
木
自
筆
に
よ
る
第
二
稿
の
間
に

も
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
さ
ら
に
荒
木
に
よ
っ
て
校
正
さ
れ
た
第
二
稿
と
、
最
終
稿
に
も
少
な

か
ら
ぬ
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
間
に
も
い
く
つ
か
の
草
稿
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
第

一
稿
の
原
文
（
謄
写
版
刷
を
原
案
者
が
ペ
ン
＾
黒
イ
ン
ク
＞
で
校
正
し
た
段
階

と
思
わ
れ
る
）
と
、
最
終
稿
（
『
博
物
館
研
究
』
稿
）
を
別
表
に
よ
り
比
較
す
る
。
文
意
に
よ
っ

て
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
段
落
を
上
下
に
併
置
し
た
。
備
考
欄
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
も
な

差
異
と
思
わ
れ
る
部
分
を
抽
出
し
た
。
な
お
、
適
時
改
行
を
行
い
、
旧
漢
字

・
旧
仮
名
遣
い

は
改
め
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

四
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我
が
邦
の
人
が
博
物
館
に
対
し
て
斯
の
如
く
認
識
不
足
の
原
因
の

一
っ

は
実
は
我
が
邦
に
は
真
に
よ
く
そ
の
使
命
を
果
し
て
居
る
よ
う
な
完
備

し
た
新
式
の
博
物
館
が
甚
だ
少
く
、
現
在
の
博
物
館
の
多
く
が
極
め
て

貧
弱
幼
稚
で
無
為
無
能
振
り
を
国
民
の
前
に
見
せ
付
け
て
居
る
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
之
は
本
邦
の
博
物
館
が
悪
い
の
で
決
し
て
博
物
館
そ
の
も

の
の
罪
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

博
物
館
の
概
念
は
昔
と
今
と
で
は
大
に
相
違
致
し
て
参
り
ま
し
て
、
昔

の
博
物
館
や
ま
た
現
在
の
旧
式
幼
稚
な
博
物
館
に
於
て
は
唯
物
品
を
陳

列
保
管
し
座
し
て
観
覧
者
の
見
に
来
る
を
待
っ
と
云
う
外
何
等
の
活
動

を
な
さ
ぬ
の
で
、
斯
様
な
博
物
館
は
所
謂
死
ん
だ
博
物
館
と
で
も
申
す

べ
き
も
の
で
、
私
が
日
本
に
望
む
も
の
は
決
し
て
斯
か
る
博
物
館
で
は

な
く
活
き
て
禎
極
的
に
活
動
す
る
博
物
館
で
あ
り
ま
す
。

近
代
の
進
歩
し
た
博
物
館
に
於
き
ま
し
て
は
凡
て
観
買
者
に
積
極
的
な

働
き
か
け
、
学
問
の
素
養
が
あ
り
教
育
上
の
経
験
の
あ
る
説
明
指
導
員

を
置
い
て
現
場
説
明
を
行
う
は
勿
論
、
観
覧
者
を
講
堂
或
は
教
室
に
入

れ
映
画
等
を
利
用
し
て
基
礎
的
な
解
説
を
行
う
の
で
あ
り
ま
す
。
又
学

生
や
そ
の
他
の
団
体
に
対
し
て
は
予
て
準
備
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り

陳
列
品
に
関
連
し
た
学
術
の
通
俗
講
演
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
何
か
特
別
の
研
究
目
標
を
持
っ
て
来
館
す
る
者
に
対
し
て
は
専
門
の

学
芸
員
が
あ
っ
て
夫
々
適
当
な
指
導
を
与
え
研
究
を
扶
け
る
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
外
博
物
館
は
特
に
貸
出
の
目
的
で
陳
列
資
料
を
準
備
し
て

居
て
こ
れ
を
各
地
の
展
党
会
、
学
校
そ
の
他
へ
貸
出
し
た
り
、
ま
た
博

物
館
以
外
の
場
所
に
志
望
者
を
引
率
し
て
現
地
指
導
を
行
う
等
博
物
館

の
積
極
的
活
動
は
多
方
面
に
渉
り
民
衆
大
学
、
民
衆
研
究
所
或
は
目
に

訴
え
る
学
校
以
上
の
学
校
と
も
見
倣
す
べ
き
も
の
で
、
そ
の
職
能
の
偉

大
な
こ
と
は
到
底
他
の
学
芸
教
育
機
関
の
よ
く
及
ぶ
処
で
は
な
い
と
深

く
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第

一

稿

（

史

料

一

）

博
物
館
は
歴
史
、
美
術
、
科
学
等
に
関
す
る
各
般
の
資
料
を
蒐
集
展
観

し
て
学
芸
の
研
究
並
に

一
般
民
衆
の
教
育
に
資
す
る
こ
と
を
以
て
そ
の

本
来
の
使
命
と
致
す
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
之
と
同
様
に
学
校
教
育
の

補
助
機
関
と
し
て
も
亦
重
要
な
る
役
目
を
果
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
然

る
に
、
我
が
邦
に
於
て
は
、
斯
の
如
き
博
物
館
の
重
大
使
命
が
未
だ

一

般
に
よ
く
理
解
さ
れ
ず
博
物
館
を
以
て
単
に
骨
董
品
の
倉
庫
の
如
く
考

え
ら
れ
之
が
施
設
を
以
て
不
急
第
二
次
的
の
事
業
と
解
せ
ら
れ
て
居
る

の
は
宴
に
追
憾
の
こ
と
と
申
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

凡
そ
我
々
の
希
望
す
る
近
代
の
進
歩
し
た
博
物
館
と
し
て
は
博
物
館
の
方
か
ら
凡

て
観
覧
者
に
積
極
的
に
働
き
か
け
学
問
の
素
養
も
あ
り
教
育
上
の
経
験
も
あ
る
説

明
指
導
員
を
置
い
て
観
覧
者
の
素
槌
に
応
じ
、
実
物
に
付
説
明
を
行
う
は
勿
論
、

必
要
に
応
じ
て
は
講
堂
或
は
教
室
に
招
致
し
此
処
で
先
ず
映
画
等
を
利
用
し
て
基

礎
的
に
解
説
を
行
い
次
で
実
物
に
就
て
理
解
体
験
を
為
さ
し
む
る
様
に
し
又
学
生

や
其
他
の
団
体
の
希
望
に
よ
り
て
は
予
て
準
備
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
陳
列
品

に
関
連
し
て
通
俗
又
は
専
門
的
講
演
を
行
う
様
に
も
し
又
何
か
特
別
の
目
標
を
以

て
来
館
す
る
も
の
に
対
し
て
は
専
門
の
学
者
実
際
家
が
あ
っ
て
、
夫
れ
夫
れ
適
当

な
指
導
を
与
え
研
究
を
扶
け
其
外
特
に
貸
出
の
目
的
で
陳
列
資
料
を
準
備
し
各
地

の
展
覧
会
学
校
其
他
へ
貸
出
し
た
り
又
博
物
館
以
外
の
場
所
に
志
望
者
を
引
率
し

て
現
地
指
導
を
行
う
等
、
博
物
館
の
積
極
的
活
動
は
多
方
面
に
渉
り
民
衆
大
学
、

民
衆
研
究
所
、
或
は
直
ち
に
目
と
耳
に
訴
え
る
学
校
以
上
の
学
校
、
卓
越
せ
る
社

会
教
育
機
関
と
し
て
広
範
な
機
能
を
有
せ
し
め
、
以
て
楽
し
く
且
真
剣
に
子
供
の

時
よ
り
親
し
み
の
あ
る
施
設
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
他
の
教
育
機
関
の

よ
く
及
ぶ
能
わ
ざ
る
所
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
外
国
に
於

て
は
其
の
国
々
に
よ
り
程
度
こ
そ
異
な
れ
何
れ
も
斯
種
の
施
設
に
力
を
入
れ
て
居

る
の
で
あ
り
ま
す
。

最
終
稿
（

『
博
物
館
研
究

』
稿
）

以
下
少
し
く
内
外
博
物
館
の
情
況
を
述
べ
て
諸
君
の
奮
起
を
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
博
物
館
は
元
来
政
治
経
済
軍
事
文
化
其
他
各
般

一
切
の
資
料
を
蒐
集
観
覧
に

供
し
之
を
基
礎
と
し
て

一
般
の
教
育
並
に
研
究
に
資
し

一
方

一
国
文
化
の
誇
る
べ

き
も
の
を
永
遠
に
保
存
し
其
発
達
を
助
け
国
民
知
徳
の
向
上
と
其
自
尊
心
研
究
心

を
興
う
る
使
命
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
社
会
教
育
上
の
特
殊
機
関
と
し

て
学
校
教
育
の
及
ぶ
能
わ
ざ
る
所
を
補
う
重
要
な
る
任
務
を
負
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。
加
之
完
備
せ
る
博
物
館
は
夫
れ
夫
れ
の
部
門
に
応
じ
て
子
供
の
時
か
ら
の
親

し
み
を
典
え
所
謂
三
ツ
子
の
心
百
マ
デ
の
醤
の
如
く
此
親
し
み
が
第
二
の
天
性
と

な
り
成
長
し
て
自
然
に
偉
大
な
る
人
物
を
出
す
に
興
っ
て
力
あ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
故
に
完
全
優
良
な
る
博
物
館
を
有
せ
ざ
る
国
家
こ
そ
実
に
不
知
不
識
の
間

に
非
常
な
る
損
失
を
し
て
居
る
も
の
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
然
る
に
我
国
に

於
い
て
は
博
物
館
を
以
て
単
に
骨
董
品
の
倉
庫
の
如
く
考
え
て
居
る
の
は
窺
に
遺

憾
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
我
国
科
学
工
業
の
進
展
が
遅
れ
勝
ち
で
あ
り
、
亦
綜
合

的

一
般
観
察
能
力
が
割
合
に
不
足
な
の
も
亦
之
が
原
因
の

―
つ
で
あ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
斯
く
は
申
し
ま
す
も
の
の
此
の
如
く
世
人
の
関
心
の
薄
き
も
実
は
我
国
今

日
ま
で
の
博
物
館
の
多
く
は
甚
だ
貧
弱
幼
稚
で
あ
っ
て
梢
も
す
れ
ば
唯
座
し
て
観

翌
者
を
侯
つ
と
い
う
外
何
等
の
活
動
も
な
く
所
謂
死
ん
だ
博
物
館
と
で
も
申
す
べ

き
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
其
罪
の

―
つ
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
其
様
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
か
ら
我
々
は
今
後
に
於
て
血
の
通
っ
た
息
を
し
て
い
る
生
き
た
活

動
的
の
博
物
館
設
立
に
努
力
し
そ
の
振
興
を
図
ら
ん
と
致
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま

す
。

楽
し
く
且
真
剣
に
子
供
の
時
よ
り
親
し
み
の
あ
る
施
設

学
者
実
際
家

社
会
教
育
上
の
特
殊
機
関

博
物
館
は
夫
れ
夫
れ
の
部
門
に
応
じ
て
子
供
の
時
か
ら
の
親
し

み
を
典
え
所
謂
三
ツ
子
の
心
百
マ
デ
の
醤
の
如
く
此
親
し
み
が

第
二
の
天
性
と
な
り
成
長
し
て
自
然
に
偉
大
な
る
人
物
を
出
す

に
興
っ
て
力
あ
る
も
の

備

政
治
経
済
軍
事
文
化
其
他

考
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せ科せで着高科就献殊町あしの年即 かあ大第す荘 常もよ>型見と例見然なたるも我
ん学るあ手の学中致に村り‘諸前ち れり戦 ー で な値り やましえるしりよよのが

とと業りさ模工看し郷にま独国の， るまに次 私 満かま !ヽ すてばに何まううが邦
す技績まれ範I 過て土ます逸に調 点し於世 は 足にすし るは上はれしなに多に
る術をす。爾と す居にで ゜は於べ がよて界 外 と一 れて と余野至もた活なく於
にと実来す るり関設i : 約てにの あう世大 国 利時ば居 日りのりまこ動りなき
を物こ 三 べ こます立 二 人よ普 るが界戦の 益間る曜に まだと的ま ま

あり諄にの十きでとす。るせ 璽工り及 の之をに 博 とで物書 の＇ 日小I はせ規はなし小り し 第
ま重依， 有もあの認ら 十ませ でを震於物 をはでを等規ん模洵生た規て

るて年でま来のてはち人るこ り すあ に えき十受のはで 小喜た而の近
す。すつ余のり出識れ即万する あi 撼て館 典つは見に模 が゚にき 模゚も

気展のの去すな >学大他にとと ま るれ就 るり時け前親あ さぶI しも年稿
風観目日明 ゜い 術中の対‘に す゚ 大程て こ理問まに 子り ＜べての漸
をし的子治この のの諸し 於 設勝に — と解費す立連まの き 此ま く
振てはを 三 のは 研都国 一 博伍て のを叩 ー、 がすしがつれ す゚ 如 経四現がれで各史
作国自費十博ミ 土究市の>で館匁は 上博き 出るて‘ての き 只も象ぁ等合地
し民然し六物ユ心指に 二 の独 よしっ御 来こも斯熱『然も 少でちのすに料
以のて年館ン は 数逸 りつけ話 ると仲様心し なあこ内る
て! 科学最こはへ 盤達、勿倍半のがは 見つら し のが々なに あ本却 ぃりちにと博伍
国 及近れ世ン 愛国 民論ヽ に割英世 てあれ て で出理i そがのプ唯,, のまには 二 1館匁
力びが市の な合米 もるた見 あ来解の飛 ー です〇 現前百の
を識技成完設界的に 投喜田つで力界第 成原独 た りて出 作行博伍の 十 わに六建

増を術さ立にあ成舎てあナ ー 程因逸い ま＇ 来用機 1館5 畠 分れ申七設
長向上れの有る に儡の居るダ位 とにが と す。 なのやのへ な る述十せ
に上のた準名国大向 小るのそで うは今思 し)教構運行／ 活よべをら
寄しも備な立にさのにの‘ な種次い に育造つ 動うま算れ
典其傑出のに最の 貢上ぃで対 他数 ず々の ま 非柄事にを転模て を にしする

は増! 自年もI >過 の改設す。割と即ああ＇ 因ら第 >向之ま然 常来のに等例 ち 二 向我
実進然のの で善ヽ 立合ちつのをれ一 く せし ななを立にえ に百上国
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民せ向 費まりる す。土てI : の数世をヵがて拘で 転がのはま 利 ま心子連の る算辿し
のん上 やしまこ 心学 にが界首の種見らあ じ必整残だ 益僅すにれ東 様す h て
時とし上してす。と ‘術 誓英第肯出々まずり て要備念規 とか 其゚の京 にるノ‘も

よす其の最明 の 祖の 米 ー かたあす今ま 外でとで模 をに而作’ i 喜 な様其近最
る 近治此 は力のるりる次す国あ共あも 一 し用 りに:2; i に学科傑出完 三 ; 来出 恋国>迎 は実i 他， る胃まにはが のるにり＇ 興え時てや ま tょ数の年漸 終
あとせ成十な 冬等大に の成す固世‘ I ‘ ~ ＇ ま て間i 構が しりもく稿
りるさ六い の中 でがよ此 とす 居で造 た' ~ 
ま闘＇ れ年はの 渡民の館数 のあ ー程、1逸贔界を国 を 小゚ る判 を飛仁の こ其塁畠→
しをた設世は 成衆 二 のり ー がをにさ のきは 1機」 如 と内一博
をて芍 も立界ミ にの都市倍諸普及ま力I度此 撼震第 観此如其 な でり書研究のき はにでは 博↓し物

滋独童実のの的ユ 重知は半国せす し人す ー 察符! 覧 も あ理物し運夫 洵は 館
旋逸す物で準にン 点識勿のがる 博゚此国のる 次 しに の り解で‘＇ れ に! 規小物館 研
せのるにあ備有へ を向論割人国 の精ほ世て附 で ますはI で 喜
ら卓気依りに名ン 注上田合口で 物館<神ど界 見加 ＋ す。る十 ぁ ぶ 模 設の ... 究
れ越風てま着な市 ぎ殊舎に十! をの大たえの分 こ時やり べなの
たせを展手且に 大にのな万 と-独戦いて に と ま き生も個稿
るる振観 す゚ さ最あ な郷小つ人 い 眼k 羹勝大に と屈方法 活 が間費熱も験実 し 現きのせシ

此， 作せ此れ高る る土さてにの う をぁ思きを動 出し心i て 象ナこまら
恩しし， ‘の国 貢にい居対調蔭？ を一 博れいまェを 来てに同 で! でる
団以て来範の をすの 一 ょ大につにす。 する 中明で りすと息
館 ‘め爾模立 献関町るしにの色し程ます。夫見 ても説館 あ合る

のて‘の 三 と科 しる村でりき固つ叩 る迄 々しは まもる共
背国国目 古余 す学 て認にあ館中ま なすな めあき 様 に 者観党理て機械等日 す。あとに
の 後力民的ベエ 居識まり外nす力たるつ に至 に居の曜 ち其逐
無にののはき業 るのでまのるがら、等原け 仕り 非解出る前日 こ数次

i 嘉独 す博
逸卓の 様にる物館の

越 仕整
識せ 向備
をる くと
滋機 る共
捉械 こに 備

芯腐 ぷ墨
れの 必者見

た背 要に
る後 其

虐実且 覧 考

腐 ,-悶
物館／」し、 の

の 国 方
無 民 法
号にコ の を
の時 エ
よ 夫
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第

一

稿

（

史

料

一

）

最

終

稿

（

『
博
物
館
研
究

』
稿

言
の
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

偶
々
建
築
工
事
の
進
行
中
に
世
界
大
戦
に
遭
い
ま
し
た
が
、
大
戦
終
而
も
更
に
記
憶
す
べ
き
こ
と
は
此
博
物
館
は
偶
々
建
築
工
事
の
進
行
中
に
第

一
次

了
後
極
度
の
経
済
難
に
直
面
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
斯
か
る
博
物
館
の
建
世
界
大
戦
に
遭
い
、
大
戦
終
了
後
極
度
の
経
済
難
に
直
面
し
た
に
も
拘
ら
ず

一
時

設
は
一
時
も
猶
予
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
朝
野
挙
っ
て
の
熱
意
の
結
も
猶
予
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
朝
野
挙
っ
て
努
力
し
万
難
を
排
し
て
漸
く
最
近
其

果
、
万
難
を
排
し
て
去
大
正
十

一
年
つ
い
に
完
成
を
見
る
に
至
り
ま
し
完
成
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
も
の
で
其
規
模
は
陳
列
館
、
研
究
館
、
図
書
館
等
合

た
。
陳
列
館
、
研
究
館
、
図
書
館
等
合
せ
て
実
に
二
万
数
千
坪
を
有
し
、
せ
て
実
に
二
万
数
千
坪
を
有
し
こ
れ
を

一
巡
す
れ
ば
世
界
の
重
要
な
発
明
や
最
近

こ
れ
を

一
巡
す
れ
ば
世
界
の
重
要
な
発
明
や
最
近
の
科
学
の
進
歩
が
容
の
科
学
の
進
歩
の
状
況
が
容
易
く
理
解
さ
れ
、
世
界
の
物
質
文
明
の
粋
を

一
堂
に

易
く
理
解
さ
れ
全
く
世
界
の
物
質
文
明
の
粋
を

一
堂
に
蒐
め
た
観
が
あ
蒐
め
た
観
が
あ
る
宏
大
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
其
経
費
も

一
ヶ
年
百
二
十
万
マ
ー

り
ま
す
。
一

ヶ
年
百
二
十
万
マ
ー
ク
の
経
常
費
と
百
名
の
従
業
員
と
に
ク
に
達
し
、
百
名
の
従
業
員
が
活
動
し
其
背
後
に
は
六
百
余
名
の
独
逸
科
学
工
業

依
っ
て
こ
の
大
学
芸
機
関
が
運
転
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
そ
の
界
第

一
流
の
代
表
的
専
門
家
委
員
が
あ
っ
て
、
常
に
各
方
面
重
要
問
題
の
相
談
に

背
後
に
六
百
余
名
の
独
逸
科
学
工
学
及
び
工
業
界

一
流
の
代
表
的
専
門
応
じ
て
援
助
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
此
博
物
館
が
今
日
全
独
逸
国
民
科
学

家
委
員
が
あ
っ
て
常
に
各
方
面
重
要
問
題
の
相
談
に
応
じ
て
援
助
し
つ
知
識
の
向
上
科
学
技
術
尊
重
の

一
大
原
動
力
に
な
っ
て
居
る
許
り
で
な
く
、
実
に

つ
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
同
博
物
館
が
今
日
全
独
逸
国
全
世
界
の
模
範
的
科
学
工
業
博
物
館
と
し
て
各
国
民
羨
望
の
的
と
な
っ
て
居
る
の

民
科
学
知
識
の
向
上
科
学
技
術
尊
重
の

一
大
原
動
力
な
っ
て
居
る
ば
か
で
あ
り
ま
す
。

り
で
な
く
実
に
全
世
界
の
模
範
的
科
学
工
業
博
物
館
と
し
て
各
国
民
羨

望
の
的
と
な
っ
て
い
る
の
も
偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

独
逸
は
斯
う
し
た
大
博
物
館
ば
か
り
で
は
な
く
大
戦
後
郷
土
博
物
館
と
独
逸
は
斯
う
し
た
大
博
物
館
許
り
で
な
く
大
戦
後
郷
土
博
物
館
と
称
す
る
地
方
的

称
す
る
地
方
的
小
博
物
館
の
建
設
を
奨
励
し
こ
の
種
の
博
物
館
は
殆
ん
小
博
物
館
の
建
設
を
奨
励
し
て
居
り
ま
し
て
、
斯
種
の
博
物
館
は
殆
ん
ど
凡
て
の

ど
す
べ
て
の
都
市
及
び
町
村
に
存
在
し

一
千
余
の
多
き
を
算
し
て
居
り
都
市
及
町
村
に
存
在
し

一
千
余
の
多
き
を
算
し
て
居
り
ま
す
。

ま
す
。

独
逸
が
斯
＜
郷
土
博
物
館
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
第

一
次
抑
も
独
逸
が
斯
＜
郷
土
博
物
館
に
力
を
入
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
第

一
次
世
界
大

大
戦
後
政
体
に
変
革
が
行
わ
れ
個
人
主
義
が
勢
力
を
得
た
為
の
甚
だ
し
戦
後
政
体
に
変
革
が
行
わ
れ
個
人
主
義
、
共
産
主
義
が
勢
力
を
得
た
為
め
甚
だ
し

い
苦
境
に
陥
い
っ
た
の
で
教
育
の
方
針
を

一
変
し
そ
の
基
礎
を
愛
郷
土
い
苦
境
に
陥
っ
た
の
で
教
育
の
方
針
を

一
変
し
其
基
礎
を
愛
国
、
愛
郷
精
神
の
養

精
神
の
養
成
社
会
連
帯
観
念
の
発
達
に
置
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
即
成
、
社
会
連
帯
観
念
の
発
達
に
慨
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
郷
土
の
研
究
に

ち
郷
土
の
研
究
に
依
っ
て
地
方
的
特
色
の
保
存
、
独
逸
文
化
の
開
拓
そ
よ
っ
て
地
方
的
特
色
の
保
存
、
独
逸
文
化
の
開
拓
、
其
美
点
の
発
揮
に
向
っ
て
専

の
美
点
の
発
揮
に
向
っ
て
専
ら
精
力
を
集
注
し
、
依
っ
て
以
て
民
族
的
ら
勢
力
を
集
注
し
依
て
以
て
民
族
的
に
国
民
を
結
合
し
強
力
な
独
逸
国
を
再
建
せ

に
国
民
を
結
合
し
強
力
な
独
逸
連
邦
を
再
建
せ
ん
と
企
図
す
る
に
至
っ
ん
と
企
図
す
る
様
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

独
逸
が
中
央
の
大
科
学
工
業
博
物
館
の
経
営
ば
か
り
で
は
な
く
、
斯
独
逸
が
中
央
の
大
科
学
工
業
博
物
館
の
経
営
許
り
で
な
く
斯
う
し
た
多
数
の
郷
土

う
し
た
多
数
の
郷
土
博
物
館
を
始
め

一
般
博
物
館
施
設
の
奨
励
に
力
を
博
物
館
を
始
め

一
般
博
物
館
施
設
の
奨
励
に
力
を
用
い
た
為
め
、
科
学
知
識
の
普

用
い
た
た
め
科
学
知
識
の
普
及
及
向
上
並
に
国
民
精
神
の
滋
養
に
役
立
及
向
上
並
に
国
民
精
神
の
滋
養
に
成
功
し
物
心
両
方
面
の
併
進
を
得
て
之
が
今
回

ち
、
延
い
て
は
今
回
の
大
捷
に
大
に
貢
献
し
た
こ
と
は
私
の
信
じ
て
疑
の
大
捷
の
最
大
原
因
と
為
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
吾
人
は
現
下
の
我
が
国
情
に
照

わ
な
い
処
で
あ
り
ま
す
。

ら
し
他
山
の
石
大
に
考
察
を
運
ら
す
必
要
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

次
は
米
国
で
あ
り
ま
す
が
、
同
国
の
博
物
館
熱
は
近
年
著
し
い
も
の
が
次
は
米
国
で
あ
り
ま
す
が
、
同
国
の
博
物
館
熱
は
又
近
年
著
し
き
も
の
が
あ
り
ま

あ
り
ま
し
て
新
博
物
館
の
増
加
す
る
数
は
少
な
く
と
も
二
週
間
毎
に

一

し
て
さ
す
が
に
富
福
な
金
力
と
不
屈
の
意
気
と
を
以
て
必
要
と
す
れ
ば
直
ち
に
建

館
以
上
で
あ
る
こ
と
が
統
計
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
り
ま
す
。

設
に
着
手
し
、
新
博
物
館
の
増
加
す
る
数
は
少
な
く
と
も
二
週
間
毎
に

一
館
以
上

で
あ
る
こ
と
が
統
計
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
博
物
館
の
如
き
大
衆
機
関
に
対
し
て
は
米
国
民

一
般
が
非
常
な
其
上
篤
志
家
は
競
っ
て
莫
大
な
寄
附
を
行
う
為
め
其
規
模
が
大
き
く
設
備
も
完
備

関
心
を
有
し
特
志
家
は
競
っ
て
莫
大
な
寄
附
を
行
う
た
め
そ
の
規
模
が
し
且
優
秀
な
る
館
員
を
多
数
屑
い
て
目
覚
し
き
活
動
を
致
し
て
居
り
ま
す
。
経
費

大
き
く
設
備
も
甚
だ
完
備
し
且
つ
優
秀
な
館
員
を
多
数
置
い
て
大
に
租
の
如
き
も
大
き
い
博
物
館
に
な
る
と

一
ヶ
年
数
百
万
円
以
上
に
上
り
、
大
学
教
授

極
的
活
動
致
し
て
居
り
ま
す
。
大
き
い
博
物
館
に
於
て
は

一
ヶ
年
の
経
級
の
専
門
学
者
を
憤
い
て
学
術
の
研
究
指
導
及
資
料
の
蒐
集
を
行
う
は
勿
論
学
校

費
週
百
万
円
以
上
に
も
上
り
、
大
学
教
授
級
の
専
門
学
者
を
置
い
て
学
生
徒
や

一
般
民
衆
に
対
し
て
も
特
別
の
館
員
を
骰
い
て
頗
る
有
効
な
教
育
を
行
っ

術
上
の
研
究
指
導
及
び
資
料
の
蒐
集
を
行
う
は
勿
論
学
校
生
徒
や

一
般
て
居
り
ま
す
。
其
結
果

一
ヶ
年
に
於
け
る
博
物
館
入
場
者
数
は
全
米
国
民
の
三
分

個
人
主
義
、
共
産
主
義

活
動
が
あ
っ
た

備

考

八

(185) 



九

(184) 

早め及差さを機当亜今いてなり会間然 だるいか館と翻がはを民

くたび1 れ閉関つのや状進いま』にし ! のたもの申つ利全行衆
建 ぬ却のて建我態またすは学 をめみすて用米つに

設東亜南洋 こしI ， 設がにずめが 熱芸 待‘i >がよ我さ国て対
致， の国とて に ~ あ世今我々心I 関 がち＇ >りがれ民居しさ ミと今 向り界日が完に 多陳 外つのりて
ね ュ考日のつまのま官備唱 い列 あつ 三 ま
ばと発開ンえのは如てのす。第で民し道 よ品活 くり邦博あ分 す゚ 拙も 第

なで研究へる如実き ー 情 ＝ I がたせと うの動と <ま物館るの マ育入
らもにン次きに最意勢 ― 四‘ 真国らし に番をし せのか 一 そに
ぬ称必の第不刻も邁は に立れて 見を行て ん現がにの， 
こす要科で備下大進｀ 等国 I i 我の 受しう特は 状゚想達結 稿とべな学あなの衆し 設 が けてこ別尚先を像す果
をき自エり ー 的な にの 帝 ま居とにそ刻見さる 一 る＾

痛l 然i 如 まは務盃でけし ~ もみの 国喜館 す。るも蓑のもまれのケ， 史
感及内に且れて が必議の に! 座 成， 申すまを年
すび 放つば国 全要の会必 過さするす。見に 料
るな人 置で最な防ぬくを建に要 ぎれ とて於囮
も― 文 すあもり よ忘解於は なた 誠もけい
の盃昌にき るり有ま家国 うれし議案き既 い 適が極舟 に 如るて
でぁ 関も こま効せの ならそがまに よし当極め追何， 頗

f 
すの とす。なぬ建極れの可し 一 うてなめて憾に る

る‘ は > 設゚ めて価決て 者i な見館て少千 よ 有

す
を資並絶然こ並て遅値さも 全物員貧数万 入効
。一 料に対るのに情々をれ く人の弱ので な
日を大 にに 秋新 けと認て第＋ 死のいで博あ 贔者場 教
も蒐陸 許之のに東 なしめ居議ノuの ん来な然物る 物館数育

がもが綜必きえれの偉以活今の邊に到邁今 依比吾建我化工考 すし国斯 まさの
国い偉合要 一 ‘ば急大上動日あに於底進や てべ人設帝もヂえ もて胃く すれ 一
家う大的なi 堂 第沈に性‘の国るあて彼せ我 以ては案息覚ソま 残 一 見 がるに
のべななる 二 滞応を今家をる梢らね国 て独此が束ンす 念般 ま の達
ー きる にせじ更 かものば内 来 な‘る でにをす です
務盃も国 篇ヽ人文 はん‘i 過畠>関 輿隆痛感をす及な外 れ釉り上際可決にくマに あは語る 畠致ある
の民 > 国と次 去 のす考ればらの るヰ逸野さ於‘ルi り今ると しりを
の文 を家すに戦源るうばざぬ情 原ののれき常コ ま尚べ我 まま見

と建化と 速はる第の後 泉のる ー る此勢 因= i 靡てまに 1 す 三 き国 す゚ すて
設を更にかカー上のたをで時日秋は に 居し彼二育 ゜ の ゜も最
信ずを示に関にを世相各に 誓る尋 あ‘の俊夫に国 思 るてらのが 竺四博伍状 此如終

る為す之す建尽に地発 ! ねりI 長性フ当防 をに のはに如如 寸国館1匁 況 他何稿
のしべがる設＜之各揮を 一 ま をにた国 致驚で夙ーき何 のには 伊に＾
で‘き指資ししを所し範方す。 彼恵つ家 す嘆とあく紺i に 班は列 太よ ... 

あ以盃土 導料‘て通に先と振其 等まての こすミりa 会 を 進 を世国 利く博
りてのを第ミじ手ずす興国 にれ無建 とるユま ん 出界の 物
ま国 基蒐 三 ユて早現るが醤神 の譲て比設 がにンす 輸すはで てに夫 英M博, 館
す家I 礎めにン明＜在迄並 現ら居の並 肝先へがる愚も い比れ 羅研
゜ たたはへる郷のもん 勢んるに 要だン‘こか此 な類に が

旦 るる大ンき土， 運なでの がとに体国> とちの今醤! とI I 育 いな比 仏年利 究.. 
ヘ即べ東陸科希! く必昂雄す拘 存眼科日 と 有きす 守夫用
のちき亜学望 ー 要揚弁る じを学 な 様もべ れさ稿

喜
性 大我<及びエと 気でを にのずら挙国の ま深エa 運 る でのく 夫れ-

i が南i 現を用にあ為 i 状‘ ー 建 す。刻i しと設の あもも れつ
洋在建を我るす あ国体設 に た思の るあな っ

を 肇国との へ設活がこと る力のに a が国しま' ， 大ん こり＜ 特徴あ

興i のも， のしか大と共を其誓理向 熟立 薩 とま古 をる
う 称をてし和をに 原念つ としてあ はす代 以か
る 精神す 凌教示梢て民知他 物語因のにて にをま博伍 るる 返がよ てを
こ とべぐをも当族り方るが過於 一 注思せ館1勿 機以 す‘り 居想
とと我きにべ興す面のし其 も那程て意 ぎいんの械上 返概の り像

I 
りす人建へへば第 上くき社
ベ文設ンの沈ー 野 ‘ >ム云
き及し科教滞各 の常教

>自‘学示せ地 に育
然第工をん各 彼はの
に 三 興と所 ら愚

な関にi えすに i ¥ にか大欠
喜盃すは‘る手 ー 国陥
大る大第世早 穏家あ 備

陸を 二 相＜ ミ をる

』I 資料及凌にに郷 ユ 輸諸施以
をびぐは之土 ンす設上

蒐南べ国を! へ るのエ
め洋き家通 ン -‘ ヂ
たの 一 はじ 科の とと発活 ソ 考
る開大力てを 学な なン

亜東発ヰ科学尽を明る建設 I 工 る＇ るマ‘ 
I 
W究I殿くきし ル

に堂し希て コ

必をて望梢 i 束 I 
と要速ミとも 二
もなかユ現す の
称るにン在れ な如
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ズ

で
は
「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」
の
原
案
者
は
誰
か
。
結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、

著
名
な
博
物
館
学
者
で
あ
っ
た
棚
橋
源
太
郎
(
-
八
六
九
＼

一
九
六

一
）
と
思
わ
れ
る
。
棚

橋
は
当
時
日
博
協
の
常
務
理
事
で
、
会
務
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
ま
た
理
論
的
支
柱
で
あ
っ

た「
当
時
世
界
は
博
物
館
建
設
に
熱
中
し
、
就
中
米
独
は
着
々
其
計
画
及
実
施
を
進
め
つ
つ
あ
っ

た
の
で
、
私
は
昭
和
十
五
年
九
月
十
八
日
棚
橋
翁
の
す
す
め
に
よ
り
、
博
物
館
に
関
し
全
国

に
放
送
し
た
。
今
其

一
節
を
摘
記
す
る
こ
と
は
何
か
の
参
考
に
な
る
と
思
う
の
で
下
に
之
れ

を
掲
げ
る
。

ー
中
略
八
「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」
か
ら
の
抜
粋

V
I
此

の
放
送
の
基
礎
数
字
と
其
の
構
想
に
関
し
て
は
、
棚
橋
翁
に
負
う
所
が
多
か
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
」ま
た
第

一
稿
の
結
論
部
分
に
あ
る
「
東
亜
博
物
館
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
本
放
送
直
前

に
棚
橋
が
東
亜
教
育
大
会
で
行
っ
た
講
演
「
新
東
亜
建
設
と
博
物
館
教
育
」
の
主
旨
と
ほ
と

ん
ど
同

一
で
あ
る

さ
ら
に
図
版
二
に
見
る
と
お
り
、
第

一
稿
の
原
題
は
「
閉
却
さ
れ
た
博
物
館
」
で
あ
っ
た
。

第

一
稿
か
ら
読
み
取
れ
る
当
時
の
博
物
館
界
の
現
状
を
憂
え
る

一
種
悲
観
的
、
自
戒
的
な
調

子
は
、
こ
の
時
期
の
棚
橋
ら
博
物
館
関
係
者
の
論
説
に
再
々
表
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

第

一
稿
の
表
紙
に
は
、
荒
木
に
よ
る
以
下
の
メ
モ
が
あ
る
（
図
版

一
）
。

「
一
、
美
術

・
文
化
ノ
没
落

・
西
洋
的
ナ
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

十
年
空
シ
ク
過
グ

荒
木
の
回
想
に
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

考

察

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
荒
木
は
第

一
稿
に
大
幅
に
修
正
・
加
筆
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る

（第

一
稿
ー
約
三
，
六

0
0文
字
、
最
終
稿
ー
約
五
，
四

0
0文
字
）
。
特
に
冒
頭
の
加
筆
と

結
論
部
分
の
修
正

・
加
筆
が
著
し
い
。
こ
の
修
正

・
加
筆
部
分
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
当
時

の
、
原
案
者
と
荒
木
と
の
「
博
物
館
」
に
つ
い
て
の
認
識
の
相
違
、
そ
し
て
荒
木
自
身
の
「
博

物
館
」
観
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
幾
度
力
企
図
シ
テ
成
ラ

一
、
科
学
と
精
神

一
、
社
会
教
育
的

一
、
列
国
ノ
カ
ノ
往
キ
方

一
、
積
極
性
」

こ
れ
ら
は
荒
木
が
修
正

・
加
筆
の
要
点
と
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
メ
モ
を
参
考
と
し
、
前
表
を
比
較
検
討
す
る
と
、
荒
木
の
修
正

・
加
筆
部
分
は
、
棚

橋
案
を
基
底
に
そ
の
悲
観
的
な
調
子
を
弱
め
つ
つ
、
お
も
に
次
の
三
点
を
増
補
強
調
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

-
．
国
家
隆
盛
の
た
め
の
科
学

・
工
業
に
つ
い
て
の
知
識
、
教
養
の
必
要
性

二
．
科
学

・
工
業
振
興
の
た
め
の
、
幼
少
期
か
ら
生
涯
を
通
じ
て
一
般
が
利
用
可
能
な
、

社
会
教
育

・
生
涯
教
育
機
関
と
し
て
の
博
物
館
の
重
要
性

三
．
郷
土
博
物
館
の
重
要
性

こ
の
う
ち
前
二
者
は
、
冒
頭
か
ら
前
半
部
分
の
修
正

・
加
筆
の
主
要
部
を
な
す
。
こ
こ
に

荒
木
自
身
に
よ
る
あ
る
べ
き
「
博
物
館
」
観
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
多
く
を
述

べ
え
な
い
が
、
荒
木
は
文
相
時
代
、
ま
た
そ
れ
以
前
よ
り
、
科
学
振
興

・
科
学
教
育
の
重
要

性
を
説
き
、
か
つ
学
校
教
育
偏
重
主
義
を
批
判
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
ろ
う
。

と
く
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
「
幼
少
の
時
よ
り
大
衆
的
に
又
自
然
的
に
其
素
養
を
与
え
る
」

「
子
供
の
時
か
ら
始
ま
っ
て

一
角
の
専
門
家
に
至
る
ま
で
」
「
子
供
の
時
か
ら
の
親
し
み
を
輿

え
所
謂
三
ツ
子
の
心
百
マ
デ
の
瞥
の
如
く
」
「
楽
し
く
且
真
剣
に
子
供
の
時
よ
り
親
し
み
の

あ
る
」
「
小
国
民
の
時
よ
り
其
所
要
知
識
を
滋
養
せ
ら
れ
た
る
」
と
、
子
供
と
博
物
館
教
育

と
の
関
係
に
つ
い
て
再
三
再
四
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
第

一
稿
に
は
ま
っ
た
＜

み
ら
れ
な
い
。

三
は
、
本
来
棚
橋
の
持
論
で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
第

一
稿
に
は
ド
イ
ツ
の
郷
土
博
物
館
の

事
例
し
か
現
れ
ず
、
結
論
で
は
「
独
国
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
科
学
工
業
博
物
館
如
き
も
の
」
お
よ

び
「
東
亜
博
物
館
と
で
も
称
す
べ
き
綜
合
的
な

一
大
博
物
館
」
の
建
設
を
訴
え
る
の
み
で
あ

る
。
荒
木
は
こ
の
結
論
部
分
を
「
先
ず
現
在
の
博
物
館
運
用
を
活
か
し
て
当
面
の
急
に
応
じ
」

「
次
に
第

一
各
地
各
所
に
手
早
く
郷
土
博
物
館
を
建
設
し
」
、
第
二
に
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
科
学
工

業
博
物
館
を
凌
ぐ
べ
き

一
大
科
学
殿
堂
を
速
か
に
建
設
し
」
、
第
三
に
「
東
亜
博
物
館
と
で

も
称
す
べ
き
綜
合
的
な
大
博
物
館
」
お
よ
び
「
大
郷
土
博
物
館
即
ち
大
日
本
皇
国
博
物
館
」

゜(183) 



以
上
、
荒
木
と
「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
荒
木
は
、

お
そ
ら
く
七
月
末
こ
ろ
よ
り
九
月
半
ば
ま
で
の
ほ
ぼ

一
ヶ
月
強
の
間
に
、
煩
を
い
と
わ
ず
何

度
も
原
稿
を
推
敲
し
、
自
身
の
見
解
を
加
え
て
い
る
。
よ
っ
て
荒
木
は
少
な
く
と
も
日
博
協

会
長
就
任
直
後
、
博
物
館
に
つ
い
て
関
心
を
有
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
前
の
関
心
や
知
識
の
多
寡
は
不
明
だ
が
、
日
博
協
会
長
就
任
を
契
機

と
し
て
、
荒
木
は
博
物
館
に
積
極
的
な
関
心
を
持
ち
は
じ
め
た
と
考
え
た
い
。

事
実
こ
れ
以
降
荒
木
は
、
日
博
協
会
長
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

知
れ
る
。
日
博
協
へ
の
影
響
を
は
じ
め
、
日
本
の
博
物
館
史
上
、
看
過
し
え
な
い
も
の
が
あ

る
。
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

四
．
結

語

を
建
設
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

荒
木
が
地
域
に
お
け
る
郷
土
博
物
館
の
建
設
を
急
務
と
し
、
さ
ら
に
お
そ
ら
く
中
央
に
お

け
る
大
郷
土
博
物
館
の
建
設
を
謳
っ
た
の
は
、
棚
橋
案
の
説
く
「
独
逸
が
斯
＜
郷
土
博
物
館

に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
第

一
次
大
戦
後
政
体
に
変
革
が
行
わ
れ
個
人
主
義
が
勢

力
を
得
た
為
の
甚
だ
し
い
苦
境
に
陥
い
っ
た
の
で
教
育
の
方
針
を

一
変
し
そ
の
基
礎
を
愛
郷

土
精
神
の
養
成
社
会
連
帯
観
念
の
発
達
に
置
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
郷
土
の
研
究
に

依
っ
て
地
方
的
特
色
の
保
存
、
独
逸
文
化
の
開
拓
そ
の
美
点
の
発
揮
に
向
っ
て
専
ら
精
力
を

集
注
し
、
依
っ
て
以
て
民
族
的
に
国
民
を
結
合
し
強
力
な
独
逸
連
邦
を
再
建
せ
ん
と
企
図
す

る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
」
に
、
戦
時
下
の
皇
道
派
軍
人
と
し
て
共
感
し
た
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。
あ
る
い
は
棚
橋
の
持
論
を
酌
ん
だ
の
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
第

一
稿
（
図
版
三
•
四
）
、
第二
稿
（
図
版
六

・

七
）
と
も
に
、
こ
の
結
論

部
分
へ
の
荒
木
の
修
正
・
加
筆
は
執
拗
と
す
ら
い
え
、
冒
頭
部
分
の
加
筆
と
同
じ
く
講
演
ヘ

の
並
々
な
ら
ぬ
関
心
が
う
か
が
え
る
。

伊
藤
隆
校
訂
解
説

一
九
九

一
「
荒
木
貞
夫
日
記
（
未
公
開
史
料
）
」
文
藪
春
秋

一
〇
六
巻
三
号

二
五
ニ
ー
ニ
五
四
頁
、

橘
川
学

一
九
八
七

r
荒
木
将
軍
の
実
像
；
て
の
哲
と
情
に
学
ぶ
』

泰

流

社
、
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編

一
九
七
九

r
国
史
大
辞
典
益
知

一
巻
』

吉

川
弘
文
館

三
三
一

1

三
三
二
頁
、
橘
川
学

一
九
五
五

『嵐
と
闘
ふ
哲
将
荒
木
』

荒
木
貞
夫
将
軍
伝
記
編
岱
刊
行
会
、
橘
川

学

一
九
五
四

『秘
録
陸
軍
裏
面
史
益
付
軍
荒
木
の
七
十
年
上
巻
』

大
和
書
房

2

倉
田
公
裕
監
修

一
九
九
六

r
博
物
館
学
事
典
』

東
京
堂
出
版

ニ―

七
ー
ニ
―

八
頁
、
梅
谷
蓼
花

一
九
四
三

「
日
本
博物
館
協
会

は
過
去
十
五
年
間
の
足

跡
」
博
物
館
研
究
十

六
巻
十
号
九
—

十
四
頁

3

山
脇
春
樹

一
九
四

0

「荒
木
会
長
を
迎
ふ
」
拇
物
館
研
究
十
三
巻
七
号

二
頁
、

同

上

日

本

博
物
館
協
会
「
本
会
記
事
」
七
頁

4

橘
川
学

一
九
八
七

『荒
木
将
軍
の
実
像
こ
て
の
哲
と
情
に
学
ぶ
』

泰
流
社

二
四
三
頁

5

橘
川
学

一
九
五
四

r
秘
録
陸
軍
裏
面
史
益
付
軍
荒
木
の
七
十
年
上
巻
』

大
和
書
房

一
八
九
頁

こ
の
ベ
ル
ン
の
平
和
博
物
館
に
つ
い
て
現
在
の
詳
細
は
不
明
。

6

荒
木
貞
夫

一
九
六
一
「
博
物
館
事
業
と
棚
橋
源
太
郎
翁
」

博
物
館
研
究

三
四
巻
五
号

二
頁

7

註
5
前
掲
書

二
0
七
頁

8

註
3
前
掲
書

二
頁
、
註
6
前
掲
書

三
頁
、
有
竹
修
二
編

一
九
七
五

r
荒
木
貞
夫
風
雲
三
十
年
』

芙
蓉
書
房
二
三
一
頁

こ
れ
ら
に
言
及
さ
れ
て
い
る
博
物
館
建
設
案
は
、
日
博
協
会
長
就
任
後
に
荒

木
が
関
わ
っ
た

「大
東
亜
博
物
館
」
建
設
案
と
は
異
な
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

9

国
立
科
学
博
物
館
編

一
九
七
七

r
国
立
科
学
博
物
館
百
年
史
』

国
立
科
学
博
物
館

三
四

―
|

三
四
二
頁

10

日
本
科
学
史
学
会
編

一
九
七

0

『
日
本
科
学
技
術
史
大
系

ら
第
四
巻
』

第

一
法
規
出
版

三
二
七

ー
三
二
八
頁

11

註
10
前
掲
書

三
三
ニ
ー
三
三
五
頁

12

金
子
淳

二
0
0
1

『博
物
館
の
政
治
学
』

青

弓

社

九

一
ー
九
七
頁

13

日
本
博
物
館
協
会

一
九
四

0

「
本
会
記
事
」
博
物
館
研
究
十
三
巻
十
号
七
頁

14

日
本
博
物
館
協
会

一
九
四

0

「
本
会
記
事
」
博
物
館
研
究
十
三
巻

八

号

七
頁

15

註
13
前
掲
古

ニ
ー
四
頁

16

r博
物
館
研
究
』
十
三
巻
十

一
号
の
「
本
会
記
事
」
は
理
事
会
に
て
「
森
理
事
よ
り
荒
木
会
長
放
送
講

演
の
別
刷
に
関
し
夫
々
報
告
が
あ
っ
た
」
と
し
、
ま
た
同
誌
十
四
巻
三
号
の
「
本
会
記
事
」
に
「
謹
呈

昨
年
九
月
十
八
日
、
荒
木
本
会
長
東
京
中
央
放
送
局
よ
り
全
国
へ
放
送
せ
ら
れ
た
＾
国
家
の
典
隆
と
博
物

館
の
重
要
使
命
＞
と
題
す
る
講
演
の
印
刷
物
の
余
部
が
、
ま
だ
多
少
残
っ

て
居
り
ま
す
か
ら
、
有
志
の
方
々

へ
贈
呈
し
た
い
と
存
じ
ま
す
ー
後
略
」
と
あ
る
。

1
7
東
京
大
学
法
学
部
附
属
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部
編

一
九
九
四

r
近
代
立
法
過
程
研
究
会
収

集
文
書
油
82
二
荒
木
貞
夫
関
係
文
書
目
録
』

東
京
大
学
法
学
部
附
属
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部

ま
え
が
き

18

た
だ
し
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
国
家
の
興
隆
と
博
物
館
の
重
要
使
命
」
は
、

註
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後
々
田
寿
徳

学
芸
員
課
程
専
任
講
師

執
筆
者

書
誌
情
報
に
八
頁

る
3cm
と
あ
り
、
史
料
三
と
は
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

19

た
と
え
ば
註
17
前
掲
書
に
み
え
る
「
99ー

1
高
等
師
範
学
校
長
、
高
等
学
校
長
、
実
業
専
門
学
校
長

懇
親
会
席
上
大
臣
講
演
案
」
や
「
1
0
0
|
6

軍
需
工
業
関
係
者
招
待
席
上
に
於
け
る
陸
軍
大
臣
挨
拶
案
」
、

「
IOIー

8

功
絞
審
査
委
員
二
対
ス
ル
大
臣
ノ
訓
示
1

陸
軍
大
臣
荒
木
貞
夫
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。

20

荒
木
に
よ
っ
て

一
部
改
変
さ
れ
て
い
る
。

21

註
6
前
掲
密

三

頁

22

棚
橋
源
太
郎

一
九
四

0

「
新
東
亜
教
育
と
博
物
館
教
育
」
博
物
館
研
究
十
三
巻
八
号
六
頁

23

註
12
前
掲
書

一
三
三
ー
一
三
五
頁

24

こ
こ
で
荒
木
が
記
し
た
「
幾
度
力
企
図
シ
テ
成
ラ
ズ
十
年
空
シ
ク
過
グ
」
と
は
、
最
終
稿
の
「
私
共

は
同
憂
の
士
と
共
に
昭
和
の
初
よ
り
此
点
に
微
力
を
致
し
博
物
館
特
に
科
学
大
殿
堂
の
建
設
を
叫
び
来
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
早
く
も
十
五
年
は
空
し
く
過
ぎ
唯
不
急
の
事
業
な
り
と
せ
ら
れ
て

一
日

一
日
を
空

し
く
経
過
し
今
日
此
事
態
に
直
面
致
し
ま
し
た
こ
と
は
返
す
返
す
も
遺
憾
に
思
う
の
で
あ
り
ま
す
」
に
繋

が
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
「
私
共
」
以
下
は
日
博
協
の
案
を
さ
す
の
か
、
あ
る
い
は
註
8
で
ふ
れ
た

荒
木
独
自
の
博
物
館
建
設
案
を
さ
す
の
か
判
然
と
し
な
い
。

25

棚
橋
源
太
郎

一
九
三
二

r
郷
土
博
物
館
』

刀
江
書
院
、
棚
橋
源
太
郎

一
九
四

一

「
郷
土
博
物

館
の
諸
問
題
」
博
物
館
研
究
十
四
巻
十
二
号
、
日
本
博
物
館
協
会
編

一
九
四
二

r
郷
土
博
物
館
建

設
に
関
す
る
調
査
』

日
本
博
物
館
協
会
な
ど
を
参
照
。

※
「
時
局
と
博
物
館
」
表
紙
の
荒
木
に
よ
る
メ
モ
の
読
み
下
し
は
、
本
学
美
術
史

・
文
化
財
保
存
修
復
学
科

助
教
授
、
長
坂

一
郎
氏
の
ご
教
示
を
え
た
。

(181) 



-
．
會
＾
重

tヽ

.t
ふ．らゃ＇忍

・る
＂
た
そ
ぶ
”
井
、,`

-
‘
が
ケ
公
・
ヽ
9
``

 

,
．
り
ふ
，

9
7・R‘
っ ・々

叶の

9j-

＾9え

図
版
一
＼
四

荒
木
貞
夫
文
書

9
8
 
Z
 
Z
l
 "O
N
 Ji函
5
り
蕊

H
i叩匹
F
H

図
版

・
父
ぶ
＂
ケ
函
ぷ
（
；
す
ギ
ー
名
…
ク
谷
-
~

「
時
局
と
博
物
館
（
国
家
の
隆
盛
と
博
物
館
の
重
要
使
命
）
」

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵

(
O
OO
I
 



／ 

(
6
l
l
)
 

阿

巧
T

図
版



ー
・

＇ 

ヽ
仁
な
‘

ヽ

ー

S
O
O
Z
 Z
l• 

O
N
 
il/i~;;! 

礼
Y
淀`

H
と
撒
1
F
嵌

(
8
l
l
)
 

ば



晨
い

字
'~
~
忌
ふ
虞

,
,
l
.

ヽ`
泣
二
→
心
心
叫
;
.
.
t
~
r
~

→
芯
玉
念
―
ヽ
~
~
ー
~
→．ヽヽ
、口
ぃ

ベ
~
~
六
寸
が
心
砂
・
・
、
心
1唸
心
ィ

芦
訊

sぶ
情

~-=
i・
心
五
位
心
ヽ

~
, 
,
 
,
 

●
 • 

寸
弼
医］

一 六

(1
77
) 



七

(176) 

Sadao Araki and "A museum mission for the 
prosperity of the nation" 

GOGOTA Hisanori 

"A museum mission for the prosperity of the nation" that is assumed to 

be a transcript of a radio address on September 18, 1940 by Sadao Araki 

(1877-1966). 

Araki was a famous military and a politician through the Taisho 

and early Showa period. He served as the chairman of the Japanese 

Association of Museums from June 1940 until around after the World War 

II. 

"The museum mission for the prosperity of the nation" was Araki's 

first official act of duty to the public. Araki's lecture might be based on 

a draft by Gentaro Tanahashi (1869-1961), a museologist in the Japanese 

Association of Museums. 

Araki modified and emphasized this draft for his lecture from his own 

perspective on the museum in the following three points; 

1. Necessity for knowledge and understanding of science and industry 

for the prosperity of the nation 

2. Importance of the museum available to the public throughout life as 

social education facilities for promotion of science and industry 

3. Importance of a museum of different localities 

Araki actively engaged in the Japanese Association of Museums after "A 

museum mission for the prosperity of the nation". 
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